「平成２８年度山形県スポーツ指導者研修会」開催される
平成２８年度標記研修会が、（公財）日本体育協会・（公財）山形県体育協会・山形県スポーツ指導者協議会・山形県企業スポーツ振興協議会・（公財）スポーツ安全協会山形県支部主催、山形県教育委員会・山形県高等学校体育連盟・山形県中学校体育連盟後援、大塚製薬株式会社特別協賛にて、「山形県内の日本体育協会公認スポーツ指導者のさらなる資質向上と活用促進及び指導者の連帯感を深め組織活用を図るため」、平成２８年１０月１５日（土）山形国際交流プラザ「ビッグウイング」（山形市平久保）にて、日本体育協会公認スポーツ指導者、各競技団体指導者等２４０名(うち女性指導者４８名)が参加し「女性アスリートの健康管理」等の講和を熱心に受講された。なお、講演Ⅰの後に特別協賛であります大塚製薬株式会社から情報提供がなされた。研修会内容については、次のとおりです。[image: image2.emf]　　　（事務局）
女性アスリートの健康管理
　　　　　　　　　　　　　　国立スポーツ科学センター
　　　　　　　　　　　　　　メディカルセンター婦人科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　能　瀬　さやか　氏
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プロフィール ◆

【略　　歴】
2003年北里大学医学部卒業
同愛記念病院で研修後、2006年4月東京大学産婦人科学教室入局
東京大学医学部附属病院産婦人科、 総合母子保健センター愛育病院
焼津市立総合病院、東京日立病院、八戸クリニック産婦人科勤務後、
2012年2月～国立スポーツ科学センターメディカルセンタースポーツクリニック勤務、
富山病院産婦人科、東京大学女性診療科・産科登録研究員、
浜田病院非常勤医師、日本体育大学非常勤医師
【資　　格】
日本産科婦人科学会専門医 
日本体育協会公認スポーツドクター 
日本アンチドーピング機構公認ドーピングコントロールオフィサー
日本障がい者スポーツ協会公認障がい者スポーツ医
【役　　職】
日本産科婦人科学会女性ヘルスケア委員会女性アスリート小委員会委員
日本産婦人科医会女性アスリートのためのワーキンググループメンバー
日本産科婦人科学会ガイドライン委員
日本オリンピック委員会サポート部門部会員
日本パラリンピック委員会貝女性アスリートワーキンググループメンバー
日本障がい者スポーツ協会医学委員
日本臨床スポーツ医学会産婦人科部会委員
女性スポーツ医学研究会役員
国体医事部会員
日本水泳連盟医事委員
日本ウエイトリフティング協会スポーツ医科学委員会委員
日本水泳ドクター会議会員
東京都水泳協会医事委員
日本子宮内膜症啓発会議実行委員
女性アスリート健康支援委員会実行委員
【帯同歴等】
2008年：U13日本女子サッカー選抜ＡＦＣガールズフェスティバル帯同
2009年：U1４日本女子サッカー選抜ＡＦＣガールズフェスティバル帯同
2012年：U17日本女子サッカー代表候補トレーニングキャンプ帯同　　
2012年：ロンドンオリンピック競泳　事前高地合宿帯同
2012年：日本代表シンクロナイズドスイミングワールドトロフィ大会帯同
2013年：ユニバーシアード本部ドクター帯同
2013年：東アジア大会本部ドクター帯同
2014年：ユースオリンピック本部ドクター帯同
2015年：46th Singapore national age group swimming championships 2015
2016年：シンクロナイズドスイミング世界ジュニア選手権
［講演要旨］
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近年、競技スポーツに参加する女性のみならず、部活動やスポーツを熱心に行う一般女性の健康問題について取り上げられる機会が多くなってきている。女性アスリートが抱える婦人科の問題は、障害予防の点で問題となる「無月経」とコンディショニングを考える上で取り上げられる機会が多い「月経随伴症状」である。
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アメリカスポーツ医学会では2007年に、「low energy availability（利用可能エネルギー不足）」、「無月経」、「骨粗鬆症」を女性アスリートの三主徴と定義し警鐘を鳴らした。また、近年、国際オリンピック委員会では、Relative Energy Deficiency in Sport (RED-S)を提唱し、男女問わず全てのアスリートにとって、運動消費エネルギーに対し摂取エネルギーが不足している状態は、発育や代謝、精神面、心血管系、骨等、全身へ悪影響を与えパフォーマンス低下をもたらすとし、三主徴もこのRED-Sの概念に含まれている。このエネルギー不足や無月経に伴う低エストロゲン状態は骨量低下を招き、疲労骨折をはじめとした障害のリスクを高めたり、生涯の女性の健康を害する可能性がある。疲労骨折のリスクファクターは様々であり、多方面からの取り組みが必要であるが、リスクファクターの１つである低骨量の予防はジュニア期からの取り組みが重要となる。
また、月経困難症（月経痛）や月経前の体調不良を訴える月経前症候群等の月経随伴症状、ホルモンの変動に伴う心身の変化は、コンディションやパフォーマンス低下に直接つながる可能性がある。このため、目標とする試合に向け最高のコンディションで試合に臨めるよう事前の対策が重要である。月経周期内でコンディションが良い時期は選手毎に異なることから、月経対策を行う際は個別の対応が必要であり、また、競技・種目特性を考慮する必要がある。
　今回、女性アスリートが抱える婦人科の問題を、障害予防とコンディショニングの点に分け産婦人科医の立場から解説する。
スポーツ指導は人間教育
－指導の理念とコーチングの心理―
東京女子体育大学
　教授　阿　江　美恵子　氏
· プロフィール ◆

東京教育大学体育学部卒業

筑波大学大学院博士課程体育科学研究科単位取得満期退学（教育学修士）
１９８７年より東京女子体育大学・同短期大学勤務

２０１５年より図書館長も勤める

東京女子体育大学野球部部長

専門　体育・スポーツ心理学、メンタルトレーニング上級指導士

日本体育学会副会長、日本スポーツ心理学会理事、全国大学女子野球連盟副会長

著作物　石井源信ほか編著「現場で活きるスポーツ心理学」杏林書院　2012　分筆８章一部
　　　　　杉原隆編著「生涯スポーツの心理学」福村出版　2011　分筆１４章

　　　　 ［Sports Japan］2016年 vol.24「女性スポーツの二極化」心理学的要因を解説

　２０１３年の高校部活動教師の体罰事件で、テレビニュース番組に初出演。同年の日本体育学会の体罰拒絶特別全体シンポジウムでシンポジストを勤めた。その後、依頼があれば教育委員会、体育協会からの体罰防止教育のための講演を行っている。日本体育協会の公認コーチ養成講習会、ヒューマンエラー防止講習会の講師を毎年勤めている。
[image: image7.jpg]



［講演要旨］
　日本のスポーツは学校教育の中で発達してきた．体育の授業では様々な種目を扱い、また子どもの体力向上を意図した運動部活動は、競技力、子どもの社会性の向上に多大な貢献をしてきた．練習した成果の発揮は、インターハイ等に結実し、多くの競技会が開催され、競技力に優れたスポーツ選手の育成に多大な貢献をしてきている．
　競技スポーツ大会が盛んになればなるほど、勝利が大きな意味を持ち、子どもたちは勝つために練習はするものだと思い込んでいる．競争がなければ進歩もないが、教育の中で競争することの意味を改めて確認するのが今回の第一の目的である．競争は努力につながるが、競争だけを目的とすると勝利至上主義に陥り、2020年の東京オリンピック開催決定により、スポーツの本来持つ意味が誤解されてしまう危険性がある．それを防ぐためには、スポーツに関わる大人が正しいスポーツ観を教育する必要がある．また、子どもにとってスポーツだけでなく、全ての教育内容が大人になるために必要な人間教育である．スポーツが少し他の分野と異なるのは、変化する身体に直接向き合う点である．
　次に、指導者がスポーツに参加する子どもに大きな影響を与える（子どもに指導者の影響が大きい）ことを指摘したい．子どもの持つ潜在能力が第一に重要な点だが、能力はきちんとトレーニングしなければ開花しない．良い指導者に巡り合うことは、子どもの教育にとって大変に重要なことであることは改めて強調したい．勝利を急ぐあまり子どもの個性に合わないトレーニングは、体罰による強制的なトレーニングを引き起こしやすい．そこで、指導者が謙虚に子どもの能力に向き合うことが重要である．
最後にスポーツ心理学の立場から、スポーツ指導によって子どもたちが何を身に着けるのか、勝利に熱中することでどのような弊害が生まれるかを示し、スポーツ指導者が頭を悩ませる思春期の難しい子ども時代とどのように向き合うかを論じる．
[image: image1.emf]阿江美恵子講師　　スポーツ指導は人間教育.pptx


(資料は当日配布資料等より)
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スポーツ指導は人間教育
－指導の理念とコーチングの心理－

東京女子体育大学体育心理学研究室

阿江美恵子

　　　　　　

平成28年度山形県スポーツ指導者研修会　　　　　　　　　　　

山形国際交流プラザ　　2016.10.15（土）





























東京教育大学卒業（体育学部）

筑波大学大学院単位取得満期退学（教育学修士）

1987年より東京女子体育大学・同短期大学勤務　

担当授業　　　スポーツ心理学、発育発達論、

　　　　　　　　　　スポーツカウンセリング

研究テーマ　スポーツ社会心理学　

　　　運動嫌い，集団凝集性，　チームのメンタルトレーニング

　　　スポーツの道徳性（モラリティー）



スポーツ指導者の体罰問題でテレビ出演　（2013）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

阿江のバックグラウンド

















スポーツの目的

指導の理念

コーチングの心理　



本日の内容

















１．スポーツの目的























トレーニング量の増加はなぜ？

　　　　　　質量が子ども時代は相関関係

勝ちたいことは悪いことではない

　　　　　　この価値観はスポーツのだいご味

教育とスポーツ活動のバランス

　　　教育　　　生徒の健全な育成

　　　スポーツ活動　　　選手の発掘（目的になっていないか）

スポーツの目的は？
　スポーツの最初の意味は「気晴らし」であった．
現在は競争に勝つ、健康度をアップする、社会性を養う　



















練習は何を目指すのか

厳しい練習

　　　　　　長時間の練習

　　　　　　繰り返しの練習　　　　　　　　　　

　　　　　　個人への叱責　　（指導者の暴力も出現）



練習は何のため

　　　できるようになる

　　　記録を向上させる

　　　試合に勝つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他者の意識　　　

　　　美しく表現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　競争　　　　　

　　　何もしない時間を作らない

























田体育系女子大学１～４年８２０名対象．

２０１３年調査







図２．体罰を行った指導者の属性（実数）

教員	小学校	中学校	高校	16	87	99	外部指導者	小学校	中学校	高校	48	20	9	その他	小学校	中学校	高校	8	5	2	図１．校種ごとの体罰経験（％）

小学校	大4	大3	大2	大1	11.320754716981131	7.291666666666667	7.4561403508771926	8.5034013605442169	中学校	大4	大3	大2	大1	18.26923076923077	14.285714285714286	16.438356164383563	11.805555555555555	高校	大4	大3	大2	大1	21.359223300970875	13.829787234042554	20.833333333333332	7.7192982456140351	





図３．体罰を受けた理由（％）

体罰の理由 小学校	試合に負けた	言われたことができない	ふざけていた	皆の代表	理由不明	その他	6	35	2	5	6	5	体罰の理由 中学校	試合に負けた	言われたことができない	ふざけていた	皆の代表	理由不明	その他	7	55	3	9	7	7	体罰の理由 高校	試合に負けた	言われたことができない	ふざけていた	皆の代表	理由不明	その他	8	57	1	10	2	12	



練習に必要な時間と回数、
内容の工夫

練習時間が長ければ効果があるのか

回数を繰り返せば効果があるのか



なぜできなかったことができるようになるのか

　　　　　ダイナミックシステム理論　　複雑系の発想



体力向上の意味





















「勝利」は追及すべき到達目標（久保，1998）

　　

　試合に勝つことは大切であるが，スポーツの最も

　重要な目的ではない（R.マートン，2013）



　　　勝つ努力が全てである．　





　大会があるから大人が目指す（無くてもスポーツは衰退しない？）

勝つことがスポーツの大原則
勝利する人が称賛される
（川谷，2005）



















２．指導の理念　

謙虚に子どもの成長を楽しむ

　　試合に勝つことは大切であるが，スポーツの最も重要な目的ではない（R.マートン，2013）









　

どこを自分の立位置にするかは、各自の考えによる





選手の成長　　　　　　　　　　勝利





















以下の記述は社会通念上おかしいです



私が指導すれば強くなる

勉強はダメでもスポーツで大学に入学できる

スポーツに縛りつければ非行が減少する

チームで指導者は絶対的で思うとおりにふるまえる

大会に出場すると指導者の地位が上がる

　　　　　　　　　　　　　（指導者評価の問題）

　　　　　スポーツの持つ様々な影響



















　　体罰はなくならないと思う



　　なぜ否定できないのか　　

　競技成績と結びついていないか

　自分の能力に気づいていないのではないか

　自分の体験を否定することができないのではないか　　

　自分がわからない（大人になっていない）

体罰問題を扱った授業での学生の
感想




















３.コーチングの心理
原点　個人指導

個人差　　能力、発達差、　ライフスタイルの差

　　　　　　　　経済差



平等性の担保　　練習内容、試合機会　　　　　

　　　　　　　　　　　　

社会性の発達　　練習準備、役割分担、

　　　　　　　　　　　　後片づけ

　　　　　　　　　　　　記録　　



















指導者の悩み（2014の調査）

















図 4.教員が指導に必要だと思う内容（198名への調査、その他は除く）



1.全く必要ない	

① スポーツ技術	② チームマネジメント	③ 栄養学の知識	④ 練習計画の知識	⑤ 生徒の心理についての知識	⑥ メンタルトレーニングの知識	⑦ コミュニケーション力	⑧ 競技力向上のノウハウ	⑨ 安全・事故防止対策	⑩ 発達段階に応じた指導	2.53E-2	5.1000000000000004E-3	5.1000000000000004E-3	0	0	5.1000000000000004E-3	5.1000000000000004E-3	1.52E-2	5.1000000000000004E-3	0	2.少し必要	

① スポーツ技術	② チームマネジメント	③ 栄養学の知識	④ 練習計画の知識	⑤ 生徒の心理についての知識	⑥ メンタルトレーニングの知識	⑦ コミュニケーション力	⑧ 競技力向上のノウハウ	⑨ 安全・事故防止対策	⑩ 発達段階に応じた指導	0.16159999999999999	0.1515	0.28789999999999999	0.1414	0.1162	0.1212	0.1111	9.0899999999999995E-2	0.1212	0.10100000000000001	3.かなり必要	

① スポーツ技術	② チームマネジメント	③ 栄養学の知識	④ 練習計画の知識	⑤ 生徒の心理についての知識	⑥ メンタルトレーニングの知識	⑦ コミュニケーション力	⑧ 競技力向上のノウハウ	⑨ 安全・事故防止対策	⑩ 発達段階に応じた指導	0.31309999999999999	0.34339999999999998	0.37369999999999998	0.37369999999999998	0.2525	0.33839999999999998	0.30299999999999999	0.36870000000000003	0.22220000000000001	0.28789999999999999	4.大変必要	

① スポーツ技術	② チームマネジメント	③ 栄養学の知識	④ 練習計画の知識	⑤ 生徒の心理についての知識	⑥ メンタルトレーニングの知識	⑦ コミュニケーション力	⑧ 競技力向上のノウハウ	⑨ 安全・事故防止対策	⑩ 発達段階に応じた指導	0.38379999999999997	0.38890000000000002	0.2172	0.36870000000000003	0.5101	0.41920000000000002	0.45450000000000002	0.40400000000000003	0.53029999999999999	0.48480000000000001	







②一流までの道のり

卓越したレベルに到達するには最低でも10年以上かかる　　　

　　10年ルール（サイモンとチェイス、1973）

　　　　　　

　10年間はスポーツを続けないと一流にはならないということ



オリンピック直前の猛烈練習に意味あり

















③スポーツの発達モデル

練習の質と量を重視する熟達化の理論

　　意図的・計画的練習理論（エリクソン）

　　　　　　　　　→　10年10,000時間（1日平均3時間くらい）

　　特殊化された練習をできるだけ早期に開始することの重要性を主張　　　　体操、卓球、水泳



発達段階モデル（コート、1999）

　　　　　　　試み期、専門化期、投資期　

　早期の専門化否定　「遊び」「多様なスポーツ活動」の重要性を主張

　　　　　球技、陸上競技



　　　　　　　

















ばかデミー　という陰口あり

競技団体ごとの子どもの囲い込み

失ったものはあとから取り戻せない（という考え方がある）

子どもの活動のガイドライン必要

　　（マシーン化した少年兵の悲劇に似る）　




エリートアカデミーは機能しているか



















思春期の混乱→アイデンティティの混乱

　　　　　　生育環境

　　　　　　第二次性徴　身体性の主張（不安、羞恥）　

　　　　　　　　　　　　　　 ホルモンによる情緒の混乱

                                            運動技能の再構成期　

性差と個人差

　　　　　　異性への関心・反発

　　　　　　能力・関心の個人差　

劣等感のかたまり

　　　　　　自己評価、他者評価への関心

　　　　　　人と異なることへの不安、不安を隠す強がり　







④中学生、高校生の心理

















成長の男女差　　女子の成長が２年ほど早い

　　　　男子は集団行動を好む

　　　　女子は小さな集団を作りやすい　　　　仲間はずれ

　　　　　　　みんなで渡れば怖くない

指導者への過剰反応

　　　　崇拝（盲目的）　→　印象に残る指導者（現実は？）

　　　　過剰反発→　集団退部

　　　　　　　　指導者が変わると前任者が良かったコール

やる気はあるのか

　　様々なやる気　　上達・勝利・ほめられたい・

　　　　　　　　　　　　　好きな人が一緒・マッチョになりたい

　

　



　　　　　

　　　



　

⑤思春期のスポーツ心理



















隠すのか、正面から向き合うのか

　　　　　　禁止は隠しているだけ　

　　　　　　不安だらけの青年に大人の生き方を語ろう



女子への禁止が多い　

　無理やりスポーツだけに専念させることの悪影響．　　男子を正しく教育すれば問題解決　



レディーファーストをぜひ教育してください

　　　スポーツマンが女性に気を遣い常に優しければ、　

　　魅力が倍増（と生徒を教育しましょう！）

男女交際禁止は必要か

















発達途中の子どもを指導する責任の自覚

子どもの発達を理解する

スポーツに重要な時期は、他の発達にも重要

スポーツトレーニングだけに指導者は熱中してはいけない

厳しい練習とは何を目指すのかを常に自問すること

選手の成長と勝利への関心、両方が大切である



まとめ
　　　スポーツ指導者の心構え
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御清聴ありがとうございました























image2.wmf



image3.wmf



image4.jpeg







oleObject1.bin



image5.jpeg







image6.jpeg







image7.jpeg








